
議事（当日説明スライド）



倉敷市生物多様性地域戦略の位置づけ

倉敷市第二次環境基本計画のうち、生物多様性の保全及び持続可能な
利用に関する項目を担う
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倉敷市生物多様性地域戦略の目標期間

２

 戦略の短期的目標年次：平成３２（２０２０）年度

・上位計画である「倉敷市第二次環境基本計画」との整合性を考慮

・生物多様性の普及啓発の推進と、生物多様性の持続的利用に向けた基盤づくり

を行う期間

 戦略の長期的目標年次：平成６２（２０５０）年度

・岡山県の生物多様性地域戦略「自然との共生おかやま戦略」との整合性を考慮

・自然再生や社会基盤の再構築の取り組みもすすめる期間

倉敷市自然環境保全実施計画（くらしきネイチャープラン）の
数値目標 / 取り組みの実施状況・実施計画を報告



2020年度に向けて・スケジュール

５



報告内容の構成

 基本目標達成に向けた、

「数値目標達成状況」、「事業実施計画表」の2部で構成。

・数値目標達成状況について

 基準年度(基準値)、達成年度（目標値）及び平成29年度実績値を

記載、あわせて目標達成に向けた傾向を矢印➡で表記

・事業実施計画表について

 事業項目を「リーディングプロジェクト」と「その他の取り組み」で表示

・リーディングプロジェクト

※生物多様性地域戦略の基本目標の実現に向けて戦略全体をリーディングす
る誘導的なプロジェクト事業

・その他の取り組み（主にくらしきネイチャープランから継承するもの）

４



数値目標達成状況

５



数値目標達成状況
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倉敷市生物多様性地域戦略に係る行動計画
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基本目標

2.身近な自然とそのつながり

及び希少野生生物の生息・
生育環境を保全，回復，再生
する。

1.倉敷の生態系の状況と生き

物と暮らしとのつながりを把
握する。

3.生物多様性の恩恵を持続的

に受けられるように自然資源
を利用する。

4.倉敷の生物多様性の保全と

持続的な利用に向けて、行動
できる人づくり、地域づくりを
行う。

取り組み

2.生物多様性に係る情報の整備・充実

2.地域の自然と生態系ﾈｯﾄﾜー ｸの保全

3.地域ごとの自然環境の保全

4.重要地区の保全

5.希少野生生物の生息・生育環境の保全

6.外来生物対策

1.環境配慮型農業と地産地消の推進

2.生物多様性への配慮した地域開発と産業,事業活動の促進

1.市民への環境学習機会の提供

2.支援者、指導者の育成

3.子どもたちへの環境教育の充実

4.社会貢献活動や自然共生圏を意識した地域交流経
済活動の支援

5.エコツーリズム等の推進

6.自然とのふれあいの促進

1.生物多様性調査の実施

1.総合的・計画的な保全体系の拡充
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【計画・事業の概要】 リーディングプロジェクト
シンポジウムや講演会等による生物多様性保全に向けた普及啓発活動をする

＜29年度実施状況＞

・くらしき環境フェスティバル

山田まりや・室谷真由美氏による講演会

「地域の食を知り、美しさと健康を！」を実施。

＜30年度事業＞
・くらしき環境フェスティバル

鎌田安里紗・渡邊智恵子氏による講演会

「私とエシカルファッション！」を実施。

・自然保護監視員を対象に、年２回の研修会を

実施予定。

保全に向けた普及啓発活動／自然保護監視員研修会・連絡会議

17

基本目標４：倉敷の生物多様性の保全と持続的な利用に向けて、行動できる

人づくり、地域づくりを行う。
 ４－１ 市民への環境学習機会の提供

くらしき環境フェスティバル・講演会

自然保護監視員研修会（年２回）



【計画・事業の概要】 リーディングプロジェクト

教諭等を対象とした研修を行い、子どもたちが地球に優しい取り組みを実践することにつ
なげる

生物多様性に関する環境学習システムの推進

18

基本目標４：倉敷の生物多様性の保全と持続的な利用に向けて、行動できる

人づくり、地域づくりを行う。
 ４－２ 支援者、指導者の育成

＜実施事業＞

・教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修

「カリキュラム・デザイン・コース」

参加者２７名（うち教職員９名・大学生６人含む）。

外部講師を東京から招いて、教科横断型のカリ

キュラム・デザイン力や実践力を高めることを目

的に開催した。

棚橋 乾先生

（東京都多摩市立連光寺小学校 校長）

關口 寿也先生

（東京都多摩市立南鶴牧小学校 校長）
市役所庁内研修会（年２回）



【計画・事業の概要】
高梁川流域における生物多様性保全をテーマとする環境教育研修／庁内研修会

指導者養成講座の開催／自然環境保全マニュアル研修会

18

基本目標４：倉敷の生物多様性の保全と持続的な利用に向けて、行動できる

人づくり、地域づくりを行う。
 ４－２ 支援者、指導者の育成

＜実施事業＞

・持続可能な地域づくりに向けた若者の学び

主催：環境学習を通じた人材育成・まちづくりを

考える協議会（事務局：みずしま財団）

参加者７７人（大学生以下４０人・大人３７人）。

市役所庁内研修会（年２回）

＜庁内研修会＞
・「生物多様性と持続可能な社会（ＥＳＤ）につい

て～一人ひとりができることからはじめよう～」

・「自然にやさしい公共工事をめざして～防災・

減災との両立～」

外部講師を招いて年２回実施し、庁内の支援

者・指導者の育成に努めた。

ライフパーク倉敷



【計画・事業の概要】 リーディングプロジェクト
子どもたちや親子で参加する自然体験イベントや、自然とふれあう活動を支援する

＜実施事業＞

・子どもたちや親子で参加する自然体験イベント

や自然とふれあう活動を支援する。

（エコサマースクール・水辺教室・海辺教室など）

・障がい児やその兄弟などを対象としたキャンプ

を、少年自然の家で開催する。（かるがもキャンプ）

・子育てポータルサイト等を通じ、子どもたちや

親子で参加する自然体験活動を支援する。

・公民館（児島・玉島公民館）と連携して自然体験

ができる講座を実施できるよう支援した。

自然とふれあうイベント等の開催

19

基本目標４：倉敷の生物多様性の保全と持続的な利用に向けて、行動できる

人づくり、地域づくりを行う。
 ４－３ 子どもたちへの環境学習の充実

かるがもキャンプエコサマースクール

子育て支援・観光モデルコース 児島公民館・連携講座



【計画・事業の概要】 リーディングプロジェクト
高梁川流域など本市が関わる自然共生圏を対象とした地域交流イベント、経済活動を支援

＜実施事業＞
・水島公民館との連携講座として、市内３校のＳＳＨ
の高校である玉島・清心女子・天城高校生による
自然環境講座を初開催した。
玉島（１１名）、清心女子（３名）、天城高校（7名）
ほか、社会人を含め28名が地域交流できた。

自然共生圏を意識した地域交流、経済活動の支援

19

基本目標４：倉敷の生物多様性の保全と持続的な利用に向けて、行動できる

人づくり、地域づくりを行う。
 ４－４ 社会貢献活動や自然共生圏を意識した地域交流経済活動の支援

水島公民館・連携講座

高梁川流域連携中枢都市圏事業

・「高梁川でつながる森・里・川・海の力」
を倉敷美観地区を舞台に実施し、高梁
川流域を含めた人達延べ１２６名が参加。

午前：セミナー４９名
午後：エコツアー７７名



【計画・事業の概要】
各種自然保護団体への活動を支援する

＜実施事業＞
「倉敷の自然をまもる会」の活動支援。

・春には高梁川河口の干潟で生物調査を兼ねた
観察会を実施した。（Ｈ30年度で3年目）

・玉島沙美海岸に自生する絶滅危惧種ハマビシ
の保全地の整備を支援した。

自然保護団体への活動を支援

19

基本目標４：倉敷の生物多様性の保全と持続的な利用に向けて、行動できる

人づくり、地域づくりを行う。
 ４－４ 社会貢献活動や自然共生圏を意識した地域交流経済活動の支援

干潟の観察会（高梁川河口）

ハマビシ保護地

「酒津のホタルを親しむ会」の活動支援。

・酒津での川遊びエコツアー開催を支援した。

酒津での川遊びエコツアー



【計画・事業の概要】 リーディングプロジェクト

本市の進める生態系ネットワークの取り組みをはじめ、経済的に循環している市内外の
優良な企業の取り組みの現場等を巡るツアーの実施及び市民団体等による実施を支援

生物多様性エコツアーの推進

20

基本目標４：倉敷の生物多様性の保全と持続的な利用に向けて、行動できる

人づくり、地域づくりを行う。
 ４－５ エコツーリズム等の推進

高梁川流域連携中枢都市圏事業

＜29年度実施状況＞

・平成29年１０月14日（土）１0時～１7時

～つなげよう、支えよう 森里川海～

「高梁川でつながる 森・里・川・海の力」

＜30年度事業＞
・平成30年１０月27日（土）１0時～１7時15分

～つなげよう、支えよう 森里川海～

「高梁川でつながる 森・里・川・海の力」

エコツアーの開催に関心のある個人・団体に

対し、実践的な講習会を実施した。



【計画・事業の概要】 リーディングプロジェクト

水辺教室、海辺教室、自然観察会、天体観察会、星空観察会などの自然とのふれあい
事業を開催する

自然とのふれあい事業の開催

20

基本目標４：倉敷の生物多様性の保全と持続的な利用に向けて、行動できる

人づくり、地域づくりを行う。
 ４－６ 自然とのふれあいの促進

自然観察会

＜29年度実施状況＞

・水辺教室：親子３７人参加

/ 高梁川河川敷（元水江の渡し付近）

・海辺教室：親子２８人参加

/ 児島通生の浜

＜30年度事業＞
・倉敷市立自然史博物館では、友の会などと協

力してさまざまなテーマで自然観察会、講座等

を開催しています。（総数５８件）

水辺教室 海辺教室

特別展
「チョウきれい！チョーたのしい昆虫展」


